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1. はじめに 

 

このモデリング操作ガイドでは、個別の図や機能について、Enterprise Architect の機能

の紹介や操作方法について説明します。モデリング操作ガイドは、以下のように内容ごと

に分かれています。 

 

・ 共通操作編 

・ クラス図・オブジェクト図編 

・ ユースケース編 

・ アクティビティ図編 

・ シーケンス図・コミュニケーション図編 

・ ステートマシン図編 

 

 本ドキュメントをご覧になる前に、「モデリング操作ガイド 共通操作編」をご覧くださ

い。共通操作編で紹介されている内容は省略いたします。 

 

 

 なお、このドキュメントでは、UML の仕様・文法・記述方法についての説明はすべて省

略しています。別途 UML について紹介している書籍などをご利用ください。 

 

 また、本ドキュメントは、ドキュメント執筆時の最新版を利用して作成されています。

そのため、それ以降のバージョンで画面構成や機能が多少変更になっている可能性もあり

ます。相違点や不明な点がございましたら、サポート担当 support@sparxsystems.jp にご

連絡ください。 
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2. アクティビティ図固有の要素・操作 

 

この章では、アクティビティ図固有のモデリングの操作について紹介いたします。要素

をダイアグラム内に配置する操作や要素間を接続する操作は、「モデリング操作ガイド 共

通操作編」をご覧下さい。 

 

なお、アクティビティ図に関してよくある間違いとして、処理内容を表現するためにア

クティビティ要素を利用する例が挙げられます。UML1.5 までは個々の処理を示す要素は

アクティビティ要素でしたが、UML2.0 以降ではアクション要素を利用します。クイック

リンクでは、アクティビティ要素間にはコントロールフローを作成することはできません

のでご注意ください。 

 

2.1. レーン 

 

 アクティビティ図では、アクティビティの実行者を明確にするなどの場合にレーン(スイ

ムレーン)を利用することがあります。このレーンの作成方法には、2 通りあります。 

 

2.1.1. パーティション要素を利用する 

 

 パーティション要素を利用してレーンを作成する場合には、ツールボックスの「パーテ

ィション」を利用してください。右クリックして「追加設定」－「垂直パーティション」

を実行するか、パーティション選択時に表示されるアイコン(次の図の赤丸)をクリックする

ことで、向きを変えることができます。 
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 パーティション要素は、「スマート配置」機能が有効になっています。複数のパーティシ

ョンの位置や大きさを揃える場合には、ある程度のところまで配置すれば、ぴったり並ぶ

ように自動的に位置や大きさを微調整します。ただし、配置後にパーティションを移動し

たり大きさを変えたりした場合には、隣接するパーティションを個別に調整する必要があ

ります。 

 

作成したパーティションを希望する位置に移動した後、マウス操作などで位置がずれな

いようにするためには、パーティション要素を右クリックして「振る舞い」→「選択可能」

のチェックを外します。その位置に固定されます。 

 

また、クラス要素などいくつかの種類の要素につきましては、モデルブラウザから要素

をドラッグしてアクティビティ図内にドロップすることで、パーティションとして配置す

ることができます。要素の配置ダイアログの「配置形式」で「パーティション」を指定し

てください。対象の要素が操作を持っている場合、操作呼び出しアクション要素としてそ

れぞれの操作が配置されます。 
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2.1.2. ダイアグラム全体にレーンを設定する 

 

 パーティション要素を利用する方法のほかに、UML 1.5 まで定義されているようなダイ

アグラム全体のレーン(スイムレーン)を設定することもできます。この場合には、「ダイア

グラム」リボン内の「ダイアグラム」パネルにある「レーンとマトリックス」を選択して

ください。「レーンとマトリックス」画面が開き、レーンの色や幅・向きなどが設定できま

す。レーンを追加する場合には、「新規」ボタンを押して名前を入力してください。入力さ

れた数だけのレーンが自動的に作成されます。 

 

 この方法で作成するレーンは、左上の位置はダイアグラムの左上に固定になっています。

それぞれのレーンの幅はマウスでドラッグして変更することができます。 

 

2.2. フォーク・ジョイン 

 

 Enterprise Architect ではフォークとジョインの区別はありません。フォークの場合もジ

ョインの場合もフォーク/ジョイン要素を利用してください。 

 

 なお、フォーク・ジョイン要素を選択すると、要素の右上に次の図のようなアイコンが

表示されます。 

 

 

 このアイコンのうち、一番下の矢印のアイコン をクリックすると、向きを変えることが
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できます。 

 

2.3. アクション 

 

 UML 2.5 では、アクション要素にさまざまな種類を指定することができます。既定の状

態では、ツールボックスからアクション要素を配置すると、次の図のようなメニューが表

示され種類を指定することができます。 

(表示されない場合には、Ctrl キーを押しながらドロップすると表示されます。) 

 

 

 

 種類を指定する必要がない場合には「通常のアクション」を選択して下さい。それ以外

の種類は、アクティビティ図からのコード生成(ユニファイド版あるいはアルティメット版

で利用可能)の場合にも作成・利用します。 

 

 なお、常に「通常のアクション」しか利用しない場合には、このメニューで「その他」

を選択すると表示される画面で、種類の選択を「通常」とし、「次回からこのダイアログを

表示しない」のチェックボックスと、その下にある「選択した種類を保存し、このダイア

ログを表示しない場合に保存した種類のアクションを作成する」のチェックボックスにチ

ェックを入れて OK ボタンを押して下さい。メニューが表示されず、常に通常のアクショ

ン要素が作成されます。 

(作成する要素の種類を変更したい場合には、Ctrl キーを押しながらアクション要素をドラ

ッグして配置するとこの画面が再度表示されます。) 
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2.4. アクションピン・アクティビティパラメータ・オブジェクトノード 

 

アクション要素のアクションピンや、アクティビティ要素のアクティビティパラメータ

やオブジェクトノードなど、要素の境界に追加される子要素を追加するには、対象の要素

を右クリックし、「子要素の追加」のメニューを選択して下さい。対象の要素に応じて、追

加できる要素の名前がメニューに表示され、追加することができます。 
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2.5. 例外ハンドラ・例外フロー 

 

例外要素(例外ハンドラ)や例外フローは、あまり利用されないということもあり、クイッ

クリンクでは作成できません。ツールボックスの「例外」「例外フロー」を利用して作成し

て下さい。 

 

2.6. ガード条件 

 

 作成したフローにガード条件を設定するには、対象のフローを選択した状態で、プロパ

ティサブウィンドウの「制約」タブにガードおよび重みの制約を入力する欄が表示されま

すので、必要な情報を入力します。 

 

 

 

3. アクティビティ図での便利なアドイン 

 

スパークスシステムズ ジャパンが提供しているアドインのうち、アクティビティ図固有

で便利なアドインとして「アクティビティサポートアドイン」があります。 

 

 このアドインを利用すると、既存のアクション要素間へのアクションの挿入追加など、

アクティビティ図で利用するさまざまな操作を効率化できます。アクション間のフローを、

アクティビティ図を利用するのであれば、ぜひこのアドインをお試しください。 
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https://www.sparxsystems.jp/products/EA/tech/Addins.htm#ActivitySupport 

 

そのほか、全ての図で共通の役立つアドインが数多くあります。アドインの説明・ダウ

ンロードについては以下のページをご覧下さい。 

 

https://www.sparxsystems.jp/products/EA/tech/Addins.htm  

https://www.sparxsystems.jp/products/EA/tech/Addins.htm#ActivitySupport
https://www.sparxsystems.jp/products/EA/tech/Addins.htm
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○改版履歴 

 

2009/09/01 初版(過去のチュートリアルを再構成し、加筆) 

2010/04/16 Enterprise Architect8.0 のリリースに伴い、内容を更新。 

2011/05/18 Enterprise Architect9.0 のリリースに伴い、内容を更新。 

2011/11/30 Enterprise Architect9.2 のリリースに伴い、内容を更新。 

2012/12/14 Enterprise Architect10.0 のリリースに伴い、内容を更新。 

2014/04/22 Enterprise Architect11.0 のリリースに伴い、内容を更新。 

2015/02/12 Enterprise Architect12.0 のリリースに伴い、内容を更新。 

2015/09/10 誤字の修正。 

2016/10/07 Enterprise Architect13.0 のリリースに伴い、内容を更新。 

2017/09/01 アクティビティサポートアドインの説明を追加。 

2018/05/16 Enterprise Architect14.0 のリリースに伴い、内容を更新。 

2018/09/25 画像の差し替え。 

2019/08/22 Enterprise Architect15.0 のリリースに伴い、内容を更新。 

2020/02/03 Enterprise Architect15.1 のリリースに伴い、内容を更新。 

2020/09/02 Enterprise Architect15.2 のリリースに伴い、内容を更新。 

2022/04/27 Enterprise Architect16.0 のリリースに伴い、内容を更新。 

 


